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「
分
配
」と
は
無
縁
の

「
サ
ナ
エ
ノ
ミ
ク
ス
」

高
市
首
相
は
防
衛
費
増
額
、
武

器
輸
出
拡
大
、
非
核
三
原
則
の
見

直
し
な
ど
に
躍
起
と
な
り
、
台
湾

有
事
を
巡
っ
て
中
国
と
の
対
立
を

煽
る
強
硬
姿
勢
を
強
め
て
い
る
。

政
権
発
足
後
、「
サ
ナ
エ
ノ
ミ
ク

ス
」
の
お
か
げ
か
株
価
は
上
昇
を

続
け
て
い
る
が
、
一
部
の
投
資
家

を
除
い
て
好
況
感
は
全
く
な
い
。

む
し
ろ
、
円
安
と
物
価
高
騰
が
実

質
賃
金
の
低
下
を
加
速
さ
せ
、
労

働
者
市
民
の
生
活
を
圧
迫
し
て
い

る
。岸

田
・
石
破
政
権
が
掲
げ
た

「
新
し
い
資
本
主
義
実
現
本
部
」

で
は
、
新
自
由
主
義
的
経
済
政
策

が
も
た
ら
し
た
格
差
拡
大
に
歯
止

め
を
か
け
る
必
要
性
に
触
れ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。そ
の
中
に
は「
働

く
人
へ
の
分
配
機
能
の
強
化
」
や

「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

収
入
増
」「
物
価
上
昇
を
上
回
る

賃
上
げ
」
な
ど
が
謳
わ
れ
て
き
た

が
、
新
政
権
は
「
日
本
成
長
戦
略

本
部
」
に
衣
替
え
す
る
と
同
時
に

「
分
配
」
に
言
及
す
る
気
配
は
な

く
な
っ
た
。

25
春
闘
は
「
満
額
回
答
」
ラ
ッ

シ
ュ
だ
っ
た
が
、
も
は
や
官
主
導

の
賃
上
げ
に
期
待
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
26
春
闘
は
「
お
願
い
」

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
労
働
組

合
の
闘
う
姿
勢
・
真
価
が
問
わ
れ

て
い
る
。

最
低
賃
金
引
き
上
げ

官
主
導
で
は
な
く

日
本
の
低
賃
金
構
造
を
規
定
し

て
き
た
最
低
賃
金
に
対
し
て
、
岸

田
元
首
相
は
「
二
〇
三
〇
年
代
半

ば
に
全
国
平
均
一
五
〇
〇
円
」
を

掲
げ
、
石
破
前
首
相
は
「
二
〇
年

代
中
に
」
と
目
標
を
前
倒
し
し

た
。私
た
ち
が
主
張
し
て
き
た「
い

ま
す
ぐ
全
国
一
律
一
五
〇
〇
円
以

上
」
に
は
遠
く
及
ば
な
い
も
の
だ

が
、
最
低
賃
金
大
幅
引
き
上
げ
の

必
要
性
を
認
め
、
一
定
の
配
慮
を

し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
私
た
ち

の
取
り
組
み
が
こ
う
し
た
政
府
の

姿
勢
を
引
き
出
し
た
。

し
か
し
高
市
首
相
は
十
一
月
十

四
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
で

「
今
、
必
ず
い
つ
ま
で
に
い
く
ら

と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
」「
金
額
を
私
が

申
し
上
げ
て
し
ま
う
と
…
と
て
も

無
責
任
だ
」
と
述
べ
、
前
政
権
の

目
標
設
定
を
明
確
に
否
定
し
た
。

今
年
の
中
央
最
低
賃
金
審
議
会

で
は
、
当
時
の
赤
沢
経
済
再
生
担

当
相
が
水
面
下
で
大
幅
な
引
き
上

げ
を
繰
り
返
し
求
め
た
。
昨
年

は
、
徳
島
県
知
事
が
地
方
最
低
賃

金
審
議
会
の
議
論
に
介
入
し
、
中

央
最
賃
目
安
額
を
大
き
く
上
回
る

「
徳
島
シ
ョ
ッ
ク
」
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
動
き
の
背
景
に
は
、
最

低
賃
金
を
巡
る
世
論
の
高
揚
が
あ

る
が
、
一
方
で
政
治
の
介
入
の
常

態
化
は
、
高
市
政
権
の
登
場
に
よ

っ
て
真
逆
に
作
用
す
る
可
能
性
を

広
げ
る
だ
ろ
う
。

最
低
賃
金
審
議
会
を
労
働
組
合

が
包
囲
し
監
視
す
る
取
り
組
み
が

世
論
を
突
き
動
か
し
て
き
た
こ
と

に
改
め
て
自
信
と
確
信
を
持
ち
、

よ
り
力
強
い
最
低
賃
金
闘
争
を
組

織
化
し
よ
う
！

許
す
な
労
基
法
改
悪

許
す
な
労
働
組
合
不
要
論

自
ら
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

を
捨
て
去
る
と
豪
語
し
た
高
市
首

相
は
十
月
、
上
野
厚
労
相
に
対
し

て
労
働
時
間
規
制
緩
和
の
検
討
を

指
示
し
た
。
さ
ら
に
高
市
首
相
は

十
一
月
五
日
の
参
議
院
本
会
議

で
、
労
働
時
間
規
制
の
弊
害
と
し

て
残
業
代
の
減
少
で
副
業
を
始
め

健
康
を
損
ね
る
懸
念
が
あ
る
と
述

べ
た
。

労
働
時
間
規
制
緩
和
は
、
労
働

政
策
審
議
会
の
中
で
経
営
者
側
代

表
の
各
委
員
が
繰
り
返
し
主
張
し

て
い
る
。
い
わ
く
、
い
き
過
ぎ
た

規
制
が
若
手
社
員
の
や
る
気
を
奪

っ
て
い
る
。

し
か
し
厚
労
省
が
示
し
た
調
査

結
果
で
は
、
今
よ
り
も
長
時
間
働

き
た
い
と
い
う
労
働
者
の
割
合
は

六
・
四
％
、
ゼ
ロ
で
は
な
い
が
ご

く
少
数
だ
。
過
労
死
や
業
務
起
因

の
精
神
疾
患
の
件
数
等
は
、
働
き

方
改
革
以
降
も
減
少
し
て
い
な

い
。
残
業
代
の
減
少
云
々
は
論
点

の
す
り
替
え
で
あ
り
、
長
時
間
働

き
た
い
と
い
う
話
と
は
全
く
違
う
。

労
働
時
間
規
制
の
議
論
が
首
相

の
姿
勢
の
影
響
を
強
く
受
け
る
こ

と
を
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
労
政
審
で
は
、「
労
使
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
名
の
下

に
、
最
低
基
準
と
し
て
の
労
働
基

準
法
の
性
格
を
「
目
安
」
に
変
え

よ
う
と
す
る
議
論
が
あ
る
。
こ
の

議
論
は
、
労
働
組
合
不
要
論
に
も

結
び
つ
く
危
険
な
も
の
だ
。

労
働
基
準
法
改
悪
を
阻
止
す
る

取
り
組
み
を
強
め
よ
う
。

賃
金
政
策
・
最
低
賃
金
・
労
働
時
間
規
制
で

強
ま
る
逆
風
の
中
、真
価
が
問
わ
れ
る
26
春
闘

渡
邉

洋
全
国
労
働
組
合
連
絡
協
議
会
議
長

高
市
政
権
が
発
足
し
た
が
、
国
会
論
戦
が
進
む
に
つ
れ
て
新
政
権

の
本
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
前
政
権
ま
で
の
「
物
価
上

昇
を
上
回
る
賃
上
げ
」
と
い
う
掛
け
声
は
雲
散
霧
消
。
石
破
前
首
相

の
掲
げ
た
最
低
賃
金
引
き
上
げ
目
標
も
捨
て
ら
れ
、
働
き
方
改
革
の

柱
で
あ
る
労
働
時
間
規
制
も
否
定
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

時
代
の
歯
車
は
完
全
に
逆
回
転
を
始
め
て
い
る
。
26
春
闘
を
取
り

巻
く
状
況
の
厳
し
さ
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
け
ん
り
春
闘
全
国
実
行

委
員
会
と
共
に
「
誰
も
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
・
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現
」
を
目
指
し
て
闘
い
を
進
め
よ
う
。

台
湾
有
事
を
巡
る
岡
田
議
員
の

追
及
に
、
高
市
首
相
は
「
存
立
危

機
事
態
に
な
り
得
る
」と
答
弁
、日

中
関
係
は
最
悪
の
事
態
に
な
っ
た

▼
執
拗
な
追
及
に
非
が
あ
る
と
の

批
判
も
あ
る
が
、
就
任
前
に
勇
ま

し
い
発
言
を
重
ね
て
き
た
御
仁
に

対
し
、
重
要
な
国
策
上
の
判
断
を

誤
ら
ぬ
よ
う
そ
の
姿
勢
を
質
す
の

は
当
然
。
あ
る
い
は
、
し
つ
こ
く

問
わ
れ
て
つ
い
本
音
？
だ
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
宰
相
失
格
！

全
労
協
・
東
京
全
労
協

26
団
結
旗
開
き
に
参
加
を
！

日

時

1
月
16
日
（
金
）

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

会

場

東
京
都
庁
第
2
庁
舎

4
階
職
員
ク
ラ
ブ
（
食
堂
）

竹信三恵子講師を交えて交流会

十
一
月
二
十
三
日
東
京
都
南
部

労
政
会
館
に
て
戦
争
Ｎ
Ｏ
！
改
憲

Ｎ
Ｏ
！
平
和
が
一
番
！
税
金
は
軍

事
費
で
な
く
社
会
保
障
・
生
活
に

使
え
！
労
働
組
合
こ
そ
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
に
取
り
組
も
う
！
と
し
て

第
三
五
回
女
性
委
員
会
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。
リ

モ
ー
ト
参
加
も

含
め
二
三
人
の

参
加
を
得
た
。

最
初
に
全
労

協
渡
邉
洋
議
長

の
来
賓
あ
い
さ

つ
を
受
け
ス
タ

ー
ト
。
第
一
部

は
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
・
和
光
大

学
名
誉
教
授
で

あ
る
竹
信
三
恵

子
さ
ん
よ
り
「
女
性
労
働
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
―
反
差
別
な
き
女
性

活
躍
の
歪
み
」
と
題
し
て
講
演
を

受
け
た
。

雇
用
機
会
均
等
法
と
は
何
だ
っ

た
の
か
、
均
等
法
が
施
行
さ
れ
て

か
ら
女
性
の
給
与
所
得
は
上
が
っ

た
の
か
。
年
収
三
〇
〇
万
円
以
下

が
七
割
か
ら
五
割
位
に
減
少
し
た

が
、
最
多
ゾ
ー
ン
は
一
〇
〇
〜
二

〇
〇
万
円
は
変
わ
ら
な
い
（
男
性

は
全
体
の
二
割
程
度
な
の
に
）。

何
故
か
、
非
正
規
労
働
者
は
圧
倒

的
に
女
性
が
多
い
か
ら
。
ま
た
正

社
員
は
若
年
女
性
で
も
低
賃
金
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ケ
ア
的
専

門
職
（
介
護
士
、
保
育
士
な
ど
）

の
賃
金
の
低
さ
な
ど
が
招
い
て
い

る
。
均
等
に
な
る
に
は
男
性
並
み

に
残
業
も
転
勤
も
厭
わ
ず
働
く
し

か
な
い
。
女
性
の
人
権
と
昇
進
が

分
離
さ
れ
た
の
だ
。
い
ま
だ
に
女

性
の
労
働
は
家
計
補
助
と
さ
れ
、

―
だ
か
ら
賃
金
は
低
く
て
も
い

い
。「
夫
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
」

が
あ
る
か
ら
何
か
あ
っ
た
ら
頼
れ

ば
い
い
。
低
賃
金
で
ず
っ
と
働
く

「
有
効
資
源
」
―
と
し
て
の
政
府

の
女
性
活
躍
政
策
だ
。

初
の
女
性
首
相
誕
生
は
女
性
の

分
断
を
生
む
結
果
と
な
っ
た
。
私

た
ち
は
女
性
で
あ
る
と
か
否
か
で

は
な
く
、
本
質
的
な
政
策
点
検
と

政
策
批
判
を
実
現
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
満

点
の
講
演
だ
っ
た
。

第
二
部
は
総
会
と
な
り
、
藤
村

幹
事
よ
り
経
過
報
告
と
方
針
が
提

案
さ
れ
た
後
、
参
加
者
よ
り
闘
い

の
報
告
が
さ
れ
た
。
女
性
ユ
ニ
オ

ン
東
京
の
性
暴
力
と
の
闘
い
、
千

葉
市
非
常
勤
職
員
組
合
の
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
と
の
闘
い
、
大

阪
・
愛
仁
会
の
パ
ワ
ハ
ラ
裁
判
闘

争
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
女
性
を

「
資
源
」
と
し
か
考
え
て
い
な
い

国
や
資
本
と
闘
う
に
は
、
何
よ
り

団
結
が
必
要
と
感
じ
た
。「
職
場

で
、
た
っ
た
一
人
で
闘
う
の
は
大

変
だ
け
ど
、
仲
間
が
い
る
と
実
感

で
き
る
集
ま
り
に
参
加
し
て
良
か

っ
た
」
と
の
意
見
が
印
象
的
だ
っ

た
。
そ
の
後
、
議
案
・
次
期
幹
事

の
提
案
が
了
承
さ
れ
た
。

第
三
部
は
会
場
を
移
し
て
、
講

師
も
交
え
て
短
時
間
で
あ
っ
た
が

交
流
会
を
行
っ
た
。
よ
く
語
ら
い

交
流
し
、
お
互
い
を
理
解
す
る
こ

と
、
改
め
て
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
が
運
動
を
進
め
て
い
く
と
感
じ

た
。（
全
労
協
女
性
委
員
会
幹
事

加
藤
照
代
）

●

全
労
協
女
性
委
員
会
第
35
回
総
会

竹
信
三
恵
子
さ
ん
記
念
講
演

「
有
効
資
源
」と
し
て
の

女
性
活
躍
政
策
を

批
判
す
る
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